




11｜ JICE REPORT｜

技術研究発表会 特別講演 転換期の日本とインフラ観の展開

図14　手動連結器の例

図15　自動連結器の例

図16　蓄積の力とクビキと不連続な進化は背中合わせ

インフラの進化6

6.1  日本インフラの『技』～原点と未来～
土木学会が2022年に作った本で「日本インフラの『技』〜

原点と未来〜」という本がありますので、ご関心のある方は読
んでいただけるとありがたいのですが、その中に、日本で作ら
れた、または開発された、あるいは作り上げられた、有用、か
つ、オリジナルの技というものを全部で42件紹介しています。

そのうちシステムだと思うようなものが17件、それから制
度が8件、要素技術は17件なのですが、その中から1個だけ
紹介したいと思います。（図17）

中に背負っているわけです。それがクビキです。ですからそれ
は別に道路だけじゃなくてどんなものも、常に後ろにでかい力、
重しみたいなものを背負っている。したがって今まであるもの
との整合を取るということが常に我々の一つの宿命なのです。

そこのところを気にしなくていいのは、個人の資産のような
ものです。例えば、建築物ですと、個々の家がそれぞれ何年の
耐震基準を満たすか満たさないか、既存不適格でもしょうがな
いのです。今回の能登半島地震では、たくさん家が壊れました
けども、いろいろな方に話を聞いてみると、耐震がやはり遅れ
ているということなのですが、遅れて大変だけどしょうがない
という面がどこかに漂ってきます。でもインフラというのは、
既存のものもいくつか手を打ちつつ、新しいことをしなければ
いけないというのが宿命です。ということは、何か大きな事態
やきっかけがあると、インフラは急に進化しますけれども、そ
うじゃないとなかなか進化しにくいという面もあります。した
がって、インフラを進めていくためには何か力みたいなものが
必要ではないかという気がいたします。（図13）

図13　インフラの歴史は、蓄積と進化の織りなすダイナミズム

この蓄積のクビキと不連続な進化は背中合わせです。例えば、
ETCは一気に変わったわけです。少しずつ変わるわけではな
く、1個ずつ入れていくわけではないのです。国鉄が1910年
代だと思いますけど、ある時に一夜にして全国の連結器を一遍
に変えました。これは大変な話で、貨車というのは、すごい数
あります。そこにある連結器を自動連結器というものに変えた
のですが、一夜にしてこれを行うというのは大変な英断だと思
います。それまでは人が繋いでいたのですが、それはすごく危
険な作業で、時間もかかるし、能率も悪い。大体の国はそれが
できなくて、ヨーロッパは今も自動連結器になっていません。
なかなか一遍に変えるというのはできないのです。しかし、イ
ンフラといえども進化していかなくては、前に行きませんから、
トップの役割というのは実はここにある。トップが前例主義に
陥っているのでは、進化はない。もう事故でも起こらない限り
何も起こらないということになってしまいます。（図16）
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新幹線の高架橋と在来線の高架橋です。奥に見えるのが新幹線
で手前に見えるのが在来線です。在来線は阪神淡路大震災より
も後に新しい設計の方法で作られていますから、もちろん問題
はありません。

それから、奥の高架橋は東北新幹線で、1982年の開通です
から古いのですが、この補強の考え方に基づいて減災補強して
いますので、大きな被害は生じていません。というように、阪
神淡路大震災の経験から進化した設計の考え方、それから進化
した補強の方針というのは、その後、成功していて、東日本大
震災のみならず、他の震災でも同じように効果を発揮しています。

図18　橋梁における二段階設計思想

6.3 東日本大震災における防潮堤の破壊（2011）
そして二段構えの設計思想というのは、東日本大震災で被害

を受けた防潮堤についてもより粘り強い構造にする、つまり正
面から来る波力だけじゃなくて、返し波についても相応の強度
を発揮できるように、防潮堤の裏側も強化するというような粘
り強い防潮堤ということになっているようです。これもやはり
新たな進化を新たな経験から新たに適用していく、これも進化
の一歩で、段階を経て進歩しているのが分かると思います。（図
19）

図19　東日本大震災における防潮堤の破壊（2011）

6.4 能登半島地震の経験
能登半島地震では、能登自動車道という高規格道路が、かな

りひどい目に遭いました。
ひどい目にあったというのは、高盛り土という盛り土構造物

図17　日本インフラの『技』～原点と未来～

6.2 橋梁における二段階設計思想
システムのチェンジということですが、残念ながらトップが

こう変えようといって変えた類のことではなくて、大災害を契
機にして変わったものなのですが、図18の右上の写真は阪神
淡路大震災のときの山陽新幹線の高架橋を撮った写真です。も
う無惨に壊れてしまったわけです。新幹線だけではなくて、阪
神高速も壊れたし、いろんなものが壊れた。要するに多くの人
工物が壊れてしまったのが阪神淡路大震災でした。

それを契機に導入されたのが「橋梁における二段階設計の思
想」というものです。

これはどういうものかというと釈迦に説法ですけれど、従来
は地震動というものを一つ念頭に置くと、その地震動が来ても
壊れないように物を設計するというものでした。それはそれと
して、レベル2という地震動も設定してみましょうという発想
になります。確率が低いが、もっとずっと大きい地震が来たと
きに壊れないようにするのではなくて、壊れはするけど、それ
が上から落ちてきて下にいる人が死んでしまうとか、横に倒れ
て道路がふさがってしまうとか、直すのには何ヶ月もかかると
いうようなものでは駄目で、直すのもすぐにできるし、壊滅的
な被害にならないようにする。いわゆる減災です。そういう二
段構えの設計思想に改まったということです。

したがって、レベル1が防災だとすると、レベル２は減災。
防災と減災の二段構えということになります。実を言うとこの
発想は我々土木の世界よりも、建築の方が数年早く先に導入し
ています。それは、彼らの方がある意味気が楽だからです。つ
まり、既存不適格というものを容認している世界では、「やり
たい人がやってね」と言って導入できるのです。だけど、道路
や鉄道というのは「やりたい人がやってね」では済まない。だ
から建築よりは少々遅れてしまったと思われますが、土木でも
これを契機に、このような発想が導入されました。

もう一つ非常に重要な学びがありました。それは既存のもの
も補強しましょうということです。二段構えにするだけではな
くて、新しいものを対処するだけでもなくて、既存のものも重
要なところについては計画的に補強していきましょうと言って、
高速道路であるとか、鉄道であるとか、重要なものはそのよう
に取り組んできたわけです。

図18の右下の写真はそれに基づいて補強されたもの、それ
から新設された橋梁の例ですが、仙台の少し南のところにある
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は人類的課題に対応するために、一歩を大きく踏み込もうでは
ないかというようなことを、勇気を出してやっていく面もあろ
うかと思います。

もう一つ申し上げると、この進化のところで若干日本が足り
ないと思っているのは、新しいコンセプトを出すということで
す。

例えば、MaaS（マース）というものがあって、Mobility as 
a Serviceなんていい言葉ですけれど、これはいろんな交通機
関が一体的にサービスを提供できるようにしましょうというこ
とです。精神的にはそういうことですし、具体的には電子的な
デジタル技術を駆使して共通の予約システムなど、いろいろと
取り組んでいこうということです。考えてみると、ずっと昔で
すが1960年代に地下鉄と郊外の施設を相互直通運転にしたと
いうのは、正にそのものなのです。

しかし、相互直通運転という名前では、世界には売れないか
ら、MaaSと上手くネーミングしています。というように良い
コンセプトを作って、うまく人々に訴えかけるというあたりに
長けているとは言えないので、良いコンセプトを出して前に進
めるというコンセプト重視の発想が必要ではないかと思います。

インフラへの第 3 のアプローチ7

7.1 第一、第二のアプローチ
インフラへの第3のアプローチということで少し今までとは

違ったような話になるかと思うのですが、ここまでの理念のイ
ンフラというところに繋げていくためにはどうしても必要な第
3のアプローチということでお話させていただきます。

第3があるから、第1と第2もあるのですが、第1のアプロー
チと第2のアプローチは当たり前のことです。だから確認にす
ぎないのですが、第1のアプローチというのは政府や自治体の
使命ということになります。インフラというのはいろんな意味
で市場の失敗というようなことがあり、なかなか民間の力だけ
ではうまくいかないということで、政府が介入しなければいけ
ない、あるいは政府が計画を立てて自ら整備していくというこ
とも必要というのが第1のアプローチです。それが故に公共事
業や公営事業など、いろいろあるわけで、いわゆる公助という
ようなものもそれに類することになります。

第2のアプローチというのは、それに対する民間の活力とい
うアプローチです。これもわざわざ説明するまでもありません
が、民間ビジネスというのはやはり大したもので、すごい活力
を発揮する面があります。（図22）

が壊滅的と言っていい大規模な崩壊を起こして、もちろんその
運用については非常に苦労して工夫してらっしゃるのですが、
私から見ると一番機能を発揮してほしい高規格道路がここまで
被災を受けるようなことでは国民の負託に応えていることには
ならないように思います。（図20）

図20　高規格道路の高盛土で大規模な崩壊が多数発生

とはいうものの、例えば、比較的新しくできた能登空港、ま
た、前回の能登半島地震で北に作られた高盛り土は新しい締固
め基準で作られていました。被災しましたが強化復旧されてい
た区間は今回大丈夫でした。（図21）

決して技術的に劣化しているわけではなく、進歩しているの
ですが、補強するという発想までは至ってないです。

私どもが行った土木学会の調査では、国土交通省に対して阪
神淡路大震災の経験から行った二段階設計法と、それから重要
な道路（特に高速道路やバイパスなど、非常時にも大きな機能
を発揮することが期待されるような道路）には補強の発想を適
用して、時間はかかるかもしれないが少しずつでいいから補強
していくべきではないでしょうかという提案をしています。

また同時に、補強できない区間、時期については、この区間
はまだ補強できていませんが、重々気をつけましょうというよ
うなことを言っていくべきではないかと思っているところです。

図21　能登空港以北の2023年新規開通区間の高盛土の状況

そういうようなものが進化というところです。進化というの
が悲しい事故や災害だけによって前に進むのではなくて、英断
の中で進めるべきこともあるし、あるいは国家の体系、あるい
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7.2 第三のアプローチ：コモンズ的アプローチ
そのような2つのアプローチに加えて、第3のアプローチと

いうのが、本日皆さんに伝えたいところであります。
それをコモンズ的アプローチと言ってもいいのかもしれませ

ん。コモンズという言葉は皆さんもお聞きになったことがある
かと思いますが、厳密な用語として言うと「共有地」です。共
有の農地や共有の芝地など、メンバーなら誰が使ってもいいと
いうようなところです。

日本語で言うと入会地になります。今はあんまりないと思い
ますが、昔は地方部にはたくさんあって、薪を取ってくるとか、
落ち葉を取ってきてそれを肥料に使うとか、キノコを採ってく
るとか、おじいさんは山へ芝刈りにみたいなものが入会地です。

しかし、そういったところが資本主義の中では「誰それさん
の土地だもんね」というのがはっきりしてしまい、他の人は入
れないことになると、段々気持ちも共有というものが薄れるの
が資本主義経済の特徴でもあるということです。（図24）

図24　第三のアプローチ：コモンズ的アプローチ

7.3 英国のPublic Footpath　〜歩く権利〜
それに対して資本主義の一番先頭を走ってきた英国では、い

ろいろな活動がありました。パブリックフットパスという活動
があるのですが、それは私有地ですが、散歩する人やハイキン
グする人は通ってもいいよというのが指定されているものです。

皆さん「エンクロージャー、囲い込み運動」というのを歴史
で習ったと思いますが、資本主義の発達と同時に入会地がみん
な私有地になって、人々が勝手に入れなくなってしまったので、　
「元々みんな通っていた土地だから、せめて通れるようにしよ
うよ」という市民運動が1930年代ぐらいから登場しています。

それを支えているのがNPOみたいな人たちで、英国ではこ
ういったことが非常に盛んです。

7.4 鎌倉時代最大の仏教教団「律宗」
日本でも古い話になりますけれども、自分たちだけのために

自分たちがやるというのではなくて、人々のために何かをやる
という集団活動がありました。それは、鎌倉時代の「律宗」と
いう仏教教団に叡尊と忍性という人がいまして、忍性は鎌倉の
極楽寺が拠点でしたが、ハンセン病の人たちの病院など、お寺
で様々な事業を行っていました。それだけではなくて、忍性は、
琵琶湖にある瀬戸の唐橋をはじめ、全国189もの橋を架けて
いたり、道路整備もやっていたり、港も鎌倉の和賀江や金沢の
六浦の港の開発などもやっています。

どのようにお金を集めるかというと人々からの喜捨です。歌
舞伎で勧進帳というものがありますが、勧進というのはお寺の
お堂を作るなどの目的で行う寄付集めです。つまり忍性は、勧
進を集めてお寺を作るのではなく、橋を作った。このようなも

図22　第一、第二のアプローチ

この近所の例で言いますと、パークPFIというものがありま
す。公園のメンテナンスマネジメントをPFI事業としてやって
いくのがパークPFIというわけですが、池袋に南池袋公園とい
うものがあって、昔を知っている人からすると「えっ、あんな
ところが」というくらい様変わりしました。今は芝生があって、
周りに木々が綺麗で、感じのいいカフェみたいなのもあって、
乳母車を押しながら若い夫婦なんかもたむろしている感じの良
い空間です。それが池袋にあるということがなかなか素晴らし
いのですが、あの公園は、昔は鬱蒼とした林で、メンテナンス
が大変ですからほったらかしていたのです。そこにはホームレ
スの人がたくさんいたので、とても普通の人が入ってくるムー
ドではなかったというのは私も覚えています。

それが、民間の活力を入れることであれだけ変わる。だけど
「メンテナンスやってくださいね」というだけでは民間の活力
にはならない。美味しいご飯や飲み物がある少し高いけど感じ
のいいレストランのようなものを、PFI事業として、公園の中
でもやっていいという英断をしたから良くなりました。

民間の儲けたいというビジネスマインドと、それからいい空
間を作るとか、結果的に人々が喜んでくれるというところを
セットにしていく余地はいろいろあるでしょう。それが民間の
ビジネスということになると思いますし、まだまだ改善の余地
のあるところだと思います。

図23　南池袋公園
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の原点ではないかと思います。
そして、それをやっていくためには、我々が取り組んでいる

こと、あるいは取り組んでいるところの我々自身を相対的に見
る。そして自らのまだ足りないところを率直に国民に知ってい
ただく、その勇気が要るのではないかと思います。

そしてそれには、これまでやってきたこと、あるいは通説か
ら脱皮する勇気もいるでしょうし、やはりそのためには、どこ
かで作られているコンセプトを持ってくるだけではなく、そこ
から脱出する新しいコンセプトを作り出す勇気も必要ではない
かと思います。（図26）

図26　インフラ観の転換：その方向性は？

本内容は、2024 年 7 月 5 日に開催した第
38回技術研究発表会において特別講演として
ご講演いただいたものです。

のもまたインフラです。
今どき寄付だけでできることは限られていますが、一方でク

ラウドファンディングというものがあり、結構資金を集めるこ
とも可能となっています。例えば、新東名をクラウドファンディ
ングでやると言えば、「正気か」と言われるかもしれませんが、
コモンズのような発想に基づいてやっていく事を発想としてビ
ルトインしておくのは、どの分野でも大事なことではないかな
と思う次第です。

図25はご参考までですが、中村哲さんというお医者さんは、
アフガニスタンで病院を作るよりも用水路を作って、新鮮な水
を人々に届けて、それで健康を管理してもらうおうと考えた方
です。そしてその水で農地を作って麦を育て栄養をとる、それ
によって病院なんかいらないということの方が大事なんだと、
大いに活動されました。テロで亡くなってしまいましたけれど
も、「医者、用水路を拓く」という非常に面白い本なので、ぜ
ひ読まれることをおすすめします。土木学会の文芸賞をお獲り
になったものです。（図25）

図25　「共感・共有」に基礎をおく事例紹介

インフラ観の転換の方向性8

8.1 我々が戦うべき相手は、「静的な予定調和の世界観」
最後はインフラ観の転換の方向性のようなことで、これが締

めになります。どういう方向性なのかいくつか挙げてみたいと
思います。

我々が戦うべき相手は、「静的な予定調和の世界観」、つまり
「我々がやってきたことは良かった」、「これまで通りでいい」
という価値観ではないかと思います。それは例えば何か壊れた
ときに、直すのは原形復旧で充分という発想と同じです。でも
我々のインフラや国土の歴史というのは何千年の歴史がありま
す。その中で、わずかこの何十年間で止まるわけなく、ずっと
内容が伸びてきている、つまり進化していくのが我々の世界観、
これこそが我々の主張すべき点ではないかと思います。

それから、目的感のグレードアップ、これは「必要最小限の
機能を一番安く作るのが我々の仕事」なんて言っているようで
は世界遺産にはなれない。しかし、さきほど冒頭でもお話した
ように、集合住宅を世界遺産になるくらいのクオリティで作っ
ている例もあります。

我々のインフラもそれくらいの気構えで取り組まなくてはい
けない。つまり文化と共感してもらえることの創出がインフラ


